
人に愛を、そして強く生きろ 
～貧困から脱出したブラジル人女性の物語～ 

日本人ブラジル移住１００周年記念 

講師＊リンダウバ・ダ・シウバ氏 
 （モンチアズール住民協会職員，外国人ボランティア管理委員） 

通訳＊宮ヶ迫ナンシー理沙（元モンチアズール住民協会ボランティア） 

９月２６日（金）＠関西大学千里山キャンパス第２学舎 
第１部（１６：２０～１７：５０） １号館A５０３教室 

第２部（１８：００～１９：３０） ４号館F４０２教室 

聴講自由・予約不要 

主催＊関西大学商学部長谷川ゼミナール 
〒５６４-８６８０ 大阪府吹田市山手町３-３-３５ 関西大学商学部長谷川研究室 FAX：０６-６３６８-０６７８ 

TEL:０８０-１４５０-５０１６ E-mail：da50550@edu.kansai-u.ac.jp （商学部３回生 福井俊紀） 

「とにかく私はいま幸せなのよ」 
 第１部では，ブラジル北東部の貧しい農村で生まれ育ち，巨大

都市サンパウロのファベーラ（貧民街）に移り住んだ彼女の壮絶な

人生を語っていただきます。開発途上国における都市と農村にお

ける貧困のリアルな実態と，彼女の貧困生活から抜け出そうとす

る姿から，私たち日本の若者も知っておくべきこと，学ぶべきこと

がたくさんあります。 

 同時に，彼女が出会ったモンチ・アズール住民協会という，ブラ

ジルはもちろん国際的にもよく知られたサンパウロにおけるファ

ベーラ（貧民街）の住民組織のとりくみについてお話を伺うことで，

開発途上国における貧困問題の解決には何が必要なのか，先進

国日本の学生・若者に求められているものは何かを考えます。  

 なお，第1部ではブラジルでの活動の様子を写した写真や映像

を見せてもらうほか，参加者がブラジルの文化を体験できる簡単なワークも予定しています。 

 第2部では，第1部の講演についての質疑応答を含むディスカッションとワークショップを行います。 

         

 

 

 




